
① ②

※カッコ内は、基本戦略名 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 指標値 単位 目標年月 令和４年度 事業評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

指標① 連携の場参加者人数（年間） 40 人 R8.3 40

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 地域おこし協力隊の着任数（累計） 6 人 R8.3 5

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 特色ある地域づくり事業実施数（累計） 30 事業 R8.3 19

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 地区防災計画策定（累計） 11 計画 R8.3 0

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 見守りネットワークの構築
令和3年度
までに構築

- R4.3 事業者拡大

指標② 防犯・交通安全体制に対する満足度アンケート 30 ％ R8.3 -

指標③

指標④

指標⑤

---総務部
自主防災体制の充実
（①勝央町の地域創生を担う「ひと」と「地域」
を育てる）

4

001,4872,1651,328総務部
地域活動参加への啓発
（①勝央町の地域創生を担う「ひと」と「地域」
を育てる）

3

新型コロナによる制限も
徐々に緩和され、複数の新
規事業を採択した。継続事
業はもちろん、新規事業も
積極的に募集・採択し、地域
のスタートアップを後押しし
ていく。

事業の継続

地方創生
に効果的
であった

地方創生に相当程度効果
があった

1,818

- 1295

勝央町見守りネットワーク（仮称）の構築
（①勝央町の地域創生を担う「ひと」と「地域」
を育てる、⑤ひとがいきいきと心豊かで快適
に暮らせるまちをつくる）

総務部 - - -

地方創生に効果はまだこ
れから

地方創生
に効果的
であった

事業の継続

R4年度の防災訓練で各地区
で取り組んだ、「まち歩き」、
「自主防災マップづくり」によ
り、地区防災計画の策定に向
け、検討を進める地区も出始
めた。安全と安心のまちづくり
会議等を通して、各地区の取
り組みを促進していく。

事業の継続

昨年度はネットワークに協
力する事業所を拡大させ、
計１２事業所となった。今後
は、有事の際の協力体制な
どを改めて確認するととも
に、事業所間の横の関係の
構築に力を入れていく。

0 地方創生に効果があった
地方創生
に効果的
であった

---

3,142

深化・高度化
して実施

多種多様な人材との交流に
より、新たな気づきやつな
がりを実感できる場となっ
た。参加者の評判も良かっ
たことから、地域課題の解
決につなげるべく、次年度
以降の開催も模索してい
く。

2
地域おこし協力隊の活用
（①勝央町の地域創生を担う「ひと」と「地域」
を育てる）

総務部 3,724 6,750 3,790 3,842

- 1,000 959 地方創生に効果があった
地方創生
に効果的
であった

行政ではできない柔軟な活
動は、地域の活性化等に
とって有益であるため、協
力隊員の導入が真に必要な
業務について、活用を継続
することが望ましい

6,804
地方創生に相当程度効果
があった

地方創生
に効果的
であった

事業の継続

1
多様な人材の連携の場づくり
（①勝央町の地域創生を担う「ひと」と「地域」
を育てる）

総務部 - - -

総合戦略事業の名称

担当部署

実績額（単位：千円）

令和４年度　勝央町元気なまち総合戦略に係る事業実施評価調書

No

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

実績値
令和４年度
事業効果

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）

実績値及び令和４年度事業効果

外部有識者からの評価

KPI達成に有効で
あった

2名の協力隊が熱心に
活動しており、　関係者
の来町や移住につな
がった実績が認められ
る。また文化の掘り起
こしを目的とした冊子
も作製されるなど、町
の魅力を住民自身が感
じられる活動も行って
おり、今後の活躍にも
期待ができる。

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

KPI達成に有効で
あった
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総合戦略事業の名称

担当部署

実績額（単位：千円）
No

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

実績値
令和４年度
事業効果

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）

実績値及び令和４年度事業効果

外部有識者からの評価

指標① ぐるっと筋力アップ教室の開設箇所 27 箇所 R8.3 23

指標② 延べ人数

指標③ （5,544人）

指標④

指標⑤

指標① 新規就農者数（累計） 11 人 R8.3 8

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 耕作放棄地の解消面積（累計） 43 ha R8 135.8

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 創業支援相談件数（年間） 10 件 R8.3 10

指標② 創業者数（累計） 10 件 R8.3 12

指標③

指標④

指標⑤

指標① 美作地域高校生の美作地域就職率 75以上 ％ R8.3 69

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① ノースヴィレッジ宿泊者数（年間） 2,500 人 R8.3 2,486

指標②

指標③

指標④

指標⑤

産業建設部

コロナ禍で改めてほど
よい田舎が注目された
ことで、アピールチャン
スが生まれた。町内外
に積極的にその良さを
アピールしてほしい。
一方で、車を持たない
人や公共交通機関を利
用して来町した人とっ
てはアクセスが難しい。
より多くの人が来園出
来るよう、さらに知恵
を絞って欲しい。

- 13,995

事業の継続

21,070
地方創生に相当程度効果
があった

地方創生
に効果的
であった

事業の継続

ロッジの利用について、岡山
市及び近県客が大多数を占め
ていることから、町内及び近
隣市町村の利用増加に向け
て、施設の活性化及びＰＲを行
う必要がある。
令和4年度には、勝央町金時
祭代替イベント、勝央町スイー
ツまつり＆マルシェ、定例イベ
ントのかき祭りなどのイベント
を開催し、ＰＲを図った。
令和5年度には、その他イベン
トの再開や、町民向けのロッジ
利用促進の取り組みを計画し
ている。

11
ノースヴィレッジの魅力向上
（③地域とつながり、勝央町への新しいひとの
流れを創る）

- - -

商工会と連携した創業セミ
ナーを実施し、前年度の本セミ
ナーを受講後、実際に創業し、
２年続けて本セミナーを受講し
た方が複数名おり、経営者と
して新たな気付きを得たり、他
の受講生に経験談の共有を行
うなど、継続的な支援が出来
つつある。今後も町だけでは
なく、商工会を中心とした関係
機関とフォローアップ体制の
強化を図っていく。

163
地方創生に相当程度効果
があった

地方創生
に効果的
であった

企業説明会等は津山圏域広域
事務組合が事業化しているた
め、町は昨年度完成したバー
チャルオープンファクトリーの
積極的な活用を促し、地元企
業とのつながりをつくってい
く。

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

163

0 0 地方創生に効果があった
地方創生
に効果的
であった

事業の継続

KPI達成に有効で
あった

210 200

10

高校生等と地元企業交流事業
（②勝央町で安心して働けるようにする、③地
域とつながり、勝央町への新しいひとの流れ
を創る）

総務部 0 0 0 0

1639
創業支援事業
（②勝央町で安心して働けるようにする）

産業建設部 225 161 161

地方創生に効果があった
地方創生
に効果的
であった

事業の継続

耕作放棄地の減少に一定の効
果が見られるため、美作県民
局、勝英土地改良区、農地中間
管理機構と連携し、引き続き
支援を行っていく。

8
耕作放棄地の解消
（②勝央町で安心して働けるようにする）

産業建設部 1,101 339 0 0 0 0

355
地方創生に相当程度効果
があった

地方創生
に効果的
であった

事業の継続

勝央町の農業の健全な発展と
活性化を図るため、新規就農
者の確保・育成は今後も必要
と考えられるため、事業を継
続し、町も支援を行っていく。

7
新規就農促進事業
（②勝央町で安心して働けるようにする）

産業建設部 370

6

勝央町ぐるっと筋力アップ教室推進事業
（①勝央町の地域創生を担う「ひと」と「地域」
を育てる、⑤ひとがいきいきと心豊かで快適
に暮らせるまちをつくる）

健康福祉部 - - - 39

コロナ禍により教室を中止し
ていた箇所もあるが、徐々に
通常通りの開催が出来てお
り、参加人数も戻りつつある。
また3年ぶりに教室のお世話
役をされている方の困りごと
を確認するカフェも開催でき
た。今後も地域の居場所づく
りとして持続していただける
よう支援していきたい。

190 570

0 0 地方創生に効果があった
地方創生
に効果的
であった

事業の継続

高齢者にとって、心も
体も健康になるとても
良い取り組みだと感じ
た。KPIの達成に向け、
町内のより広い範囲で
実施して欲しい。
ただ、事業の継続に
は、教室に参加する人
の動機付けが重要な要
素であることから、意
欲（モチベーション）を
保つ仕掛けなどを検討
してもいいのではない
か。

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

KPI達成に有効で
あった
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総合戦略事業の名称

担当部署

実績額（単位：千円）
No

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

実績値
令和４年度
事業効果

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）

実績値及び令和４年度事業効果

外部有識者からの評価

指標①
オープンファクトリー参加学生数
（小学生～大学生）（年間）

1,000 人 R8.3 0

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① プロモーション専門チームの設置
令和3年度
までに設置

- R4.3 未設置

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標①
きんとくんフェイスブックの「いいね！」
の数（年間）

700 いいね！ R8.3 688

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① ふるさと納税寄附者数（年間） 3,000 人 R8.3 1,994

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 農業体験型事業等参加者数（年間） 200 人 R8.3 146

指標②

指標③

指標④

指標⑤

34,864

地方創生
に効果的
であった

事業の継続

地方創生に効果があった
地方創生
に効果的
であった

継続するが
次期戦略に
掲載しない

15 地方創生に効果があった

総務部 49,344 17,168 17,944

18

-

きんとくんが参加したイベント
等について、上記の元気なま
ち推進室フェイスブックの記事
に対し、きんとくんがリツイー
ト（コメント）する方法も活用
し、情報発信を行った。イベン
トの再開に応じて、きんとくん
の派遣を再開し、R5年度以降
も継続的に情報発信を行う。

しょうおう農泊推進協議会に
より、平成30年度から令和2
年度の3年間、農山漁村振興
交付金（地域活性化対策）を活
用し、農泊の環境整備を行い、
農家民宿2事業者の開業、農
業体験イベントの情報発信等
の成果が得られた。農家民宿
事業者、農家が主体となり、農
業体験及びイベントを提供し、
農泊推進及び交流人口の増加
を図る。

16

「“ほどヨイ！田舎”来てみんちゃい♪勝央体
験」事業
（③地域とつながり、勝央町への新しいひとの
流れを創る）

産業建設部 0 3,715 2,224 0 0 0

32,805 地方創生に効果があった
地方創生
に効果的
であった

事業の継続

令和4年度については寄附額
及び申込件数が減少している
ため、返礼品の登録数を増や
すことや掲載サイトの工夫を
行っていく。掲載サイトのペー
ジ作成などは外部委託も検討
する。

15
ふるさと納税の有効活用
（③地域とつながり、勝央町への新しいひとの
流れを創る）

35,186

継続するが
次期戦略に
掲載しない

情報を素早く発信するために
も、プロモーションチームとい
う協議体ではなく、各部署か
ら様々な情報を吸い上げ、一
元的に情報を随時発信してい
く体制を整えたい。特定のハッ
シュタグ（＃）を付けて投稿す
るなど、情報の発信方法にも
工夫を凝らしたい。

14
情報発信による町の魅力発信
（③地域とつながり、勝央町への新しいひとの
流れを創る）

総務部
産業建設部

1,673 177 497 242

- 0 0
地方創生に効果はまだこ
れから -13

プロモーション専門チームの設置
（③地域とつながり、勝央町への新しいひとの
流れを創る）

総務部 - -

地方創生に効果はまだこ
れから -

継続するが
次期戦略に
掲載しない

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、本事業の趣旨を
加味した事業を継
続することが望まし
い。

新型コロナの影響を受け制作
したバーチャルオープンファク
トリー特設サイトが完成。授業
等での活用を期待し、津山圏
域地域の学校に紹介するとと
もに、利用者のアンケート等を
通してサイトの改善に努めてい
く。

12
工業団地オープンファクトリー事業
（③地域とつながり、勝央町への新しいひとの
流れを創る）

総務部 3,943 3,824 4,098 1,498 1,188 4,972

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、本事業の趣旨を
加味した事業を継
続することが望まし
い。

フェイスブックだけで
なく、インスタグラム等
のSNSも活用し、若年
層に訴えかける投稿を
積極的に行ってほし
い。協力隊の水谷さん
がハート型の手水鉢を
取り上げていたが、
ハート型は若年層にも
受けがいい。上手く活
用し、アピールしたい。

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい
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総合戦略事業の名称

担当部署

実績額（単位：千円）
No

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

実績値
令和４年度
事業効果

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）

実績値及び令和４年度事業効果

外部有識者からの評価

指標① お試し住宅利用日数（1箇所当たり）（年間） 330 日 R8.3 246

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 移住者数（累計） 760 人 R8.3 736

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 空き家購入・改修助成件数（累計） 30 件 R8.3 23

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 新築住宅助成件数（累計） 350 件 R8.3 288

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 結婚支援員への相談件数（年間） 8 件 R8.3 3

指標② 婚活イベント等参加者数（年間） 15 人 R8.3 8

指標③

指標④

指標⑤

指標①
育児型ファミリーサポート事業利用者数
（年間延人数）

130 人 R8.3 147

指標②

指標③

指標④

指標⑤

325 380

7,429 地方創生に効果があった
地方創生
に効果的
であった

事業の継続
KPI達成に有効で

あった

19

「住んでみんちゃい！」勝央町定住促進補助事
業
（③地域とつながり、勝央町への新しいひとの
流れを創る）

総務部

6,785

継続するが
次期戦略に
掲載しない

相談件数も減少しているた
め、令和5年度から相談会は2
か月に1回としている。今後は
相談会の開催自体を行うか検
討する。
イベントについては津山圏域
（広域）でのイベントに注力す
る。

22
子育て世代包括支援センターの充実
（④結婚・出産・子育ての希望をかなえ、教育
を充実する）

健康福祉部 - - 6,724 7,045

345 290 275
地方創生に効果はまだこ
れから

地方創生
に効果的
であった

21
結婚支援事業
（④結婚・出産・子育ての希望をかなえ、教育
を充実する）

総務部

20

「住んでみんちゃい！」勝央町新築住宅普及促
進事業
（③地域とつながり、勝央町への新しいひとの
流れを創る）

産業建設部 5,100 4,400 4,400 7,300 4,400 4,300
地方創生に相当程度効果
があった

地方創生
に効果的
であった

事業の継続

360

新型コロナが5類感染症とな
り、個々の判断による感染対
策を行いながら妊娠期から始
まる切れ目のないは子育て支
援サービスを実施する。令和4
年度から開催した子育てのサ
ポーター養成講座でサポー
ターも増えつつあり、今後も研
修も含め、より充実したサービ
スの提供を行っていく。

分譲住宅開発もあり、町外か
らの転入者の増加にも一定の
効果があると考えられる。

4,844
地方創生に非常に効果的
であった

地方創生
に効果的
であった

事業の継続

空き家の登録物件が足りない
こともあり、利用希望者が望む
物件を提供できていない。
令和４年度に行った空き家調
査を基に登録勧誘を勧めると
ともに不動産業者と協力して
告知に努めることで、利用増
加を図っていく。

- - - - 1,550

531

事業の継続

北部（植月中）・北部（田井）に
各1棟、南部（平）1棟とで合計
3棟で運用している。令和3年
度以降、県外農業研修生の受
け入れ等、他事業との連携も
図りながら相互の円滑な事業
の執行を促進し、それぞれの
お試し住宅の地域性を体験し
てもらっている。利用者からは
好評で、移住につながってい
る。今後も積極的に移住・定住
につなげていきたい。

1,116
地方創生に非常に効果的
であった

地方創生
に効果的
であった

引き続き令和4年度もコロナ
禍ではあったが、リアル開催が
始まり移住コンシェルジュの地
域おこし協力隊が相談会に積
極的に参加したことで、勝央町
への手応えを感じている。今
後もリアルとオンラインを使い
分け、移住者を呼び込みたい。

524
地方創生に非常に効果的
であった

地方創生
に効果的
であった

事業の継続-

985 1,180

18
移住・定住相談のトータルサポート事業
（③地域とつながり、勝央町への新しいひとの
流れを創る）

総務部 - - -

17

「“ほどヨイ！田舎”住んでみんちゃい」お試し
住宅事業
（③地域とつながり、勝央町への新しいひとの
流れを創る）

総務部
産業建設部

285 2,536 1,509

3棟あるお試し住宅は
利用率も高く、移住に
つながった例も数多く
確認できた。今後、増
設を検討したいところ
だが、増設のための「使
える空き家」の数が圧
倒的に少ない状態にあ
るため、積極的な空き
家活用を呼びかけるこ
とが必要である。
また、お試し住宅の管
理や空き家の活用は、
近所の人の協力が不可
欠であることから、行
政だけでなく、地域を
巻き込んだ動きとして
いくべきである。

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

-4-



① ②

※カッコ内は、基本戦略名 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 指標値 単位 目標年月 令和４年度 事業評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

総合戦略事業の名称

担当部署

実績額（単位：千円）
No

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

実績値
令和４年度
事業効果

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）

実績値及び令和４年度事業効果

外部有識者からの評価

指標① 子育て広場利用者数（年間延人数） 4,000 人 R8.3 4,226

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標①
町内遊び場マップに掲載する遊び場の箇
所数

10 箇所 R8.3 5

指標②

指標③

指標④

指標⑤
※評価指標
を変更希望
したい

指標① はぐくみサポーター登録者数（累計） 20 人 R8.3 20

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標①
全国学力・学習状況調査において、国語、
算数（数学）の正答率

全国平均
以上

- R8.3

小学校では
国・算は全国
平均以下、中
学校は国が全
国平均以上、
数は全国平均
以下

指標②
問題行動等調査における不登校児童数
（小学校）

1 人以下 R8.3 9

指標③
問題行動等調査における不登校生徒数
（中学校）

3 人以下 R8.3 19

指標④
問題行動等調査における不登校児童生
徒数（完全不登校人数）

0 人 R8.3 0

指標⑤
全国体力・運動能力、運動習慣等調査に
おける、体力合計点

全国平均
以上

- R8.3

小学校は男女
とも全国平均
以下、中学校
は男女とも全
国平均以上

3,907

事業の継続

今後は、家庭教育支援チーム
や民生児童委員、町内外の関
係機関との連携を密にし、切
れ目のない支援を続けてい
く。また、広報紙に折り込むチ
ラシや声掛けにより、新規登録
者の増加を図る。加えて、説明
会・研修会を年2回程度実施
し、支援スキルの向上に努め
る。他にも、不登校児童生徒に
対して、通信制高校や定時制
高校等の情報提供も積極的に
行い、進路サポートを行う。

2,545
地方創生に相当程度効果
があった

地方創生
に効果的
であった

全国学力調査については、年
間を通して授業改善や学力向
上さらに非認知能力の向上に
取り組んだ効果が少しずつ見
られており、今後も事業の継
続が必要である。
不登校については、全国的に
も増加傾向であるが、勝央町
では早期から専門職も含め、
チームで丁寧に対応をしてお
り、1つ1つのケースについて
の効果は見られている。また
中学校の町費別室指導支援員
の配置が２年目となる。家族
関係等の要因が不登校に影響
しているケースも多いと考え
られるため、今後も継続が必
要であるが、アウトリーチをは
じめ、様々な関わりを通して完
全不登校０を目指す。
体力等については、遊びの中
で体力の向上が図られるよ
う、岡山県の事業を活用する
など学校で様々な取組を行っ
て運動習慣を身に付け体力向
上を目指している。今後も楽し
く体力向上に取り組む仕掛け
を各学校で実践していく。

KPI達成に有効で
あった

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

4,817
地方創生に相当程度効果
があった

地方創生
に効果的
であった

事業の継続26
保小中連携事業
（④結婚・出産・子育ての希望をかなえ、教育
を充実する）

教育振興部 - - - -

1,54525
若者の自立支援・社会参画支援事業
（④結婚・出産・子育ての希望をかなえ、教育
を充実する）

教育振興部

令和4年度からは、教育振興
部と合同でプレーパークを開
催したり、お散歩広場や芝生
広場での外遊びの会を開催
し、好評である。アグリプロ
ジェクトに参加した親子の感想
も好評だった。子どもの遊び
は心身の発達に大切なことで
あり、幼児期から楽しめる外遊
びの講習を行う。親子ともに
ストレスを発散し、心身の健康
づくりに役立てていただける
よう、身近な遊びの機会を紹
介していく。

24
こども公園総合計画（仮称）の策定
（④結婚・出産・子育ての希望をかなえ、教育
を充実する）

健康福祉部
教育振興部

- - - - - -

5,921 地方創生に効果があった
地方創生
に効果的
であった

事業の継続

保健センターで実施してｋる子
育て広場は、気軽に出かけら
れる場として利用いただいて
いる。子育ての悩みやちょっと
した聞きたいことの情報交換
の機会を持つ。広場を通して
人とのつながりやふれあいを
体験できる居場所として迎え
たい。子育ての拠点として、よ
り他事業との連携も含めて充
実したものとしていきたい。

23
子どもの居場所づくり事業
（④結婚・出産・子育ての希望をかなえ、教育
を充実する）

健康福祉部
教育振興部

- - 7,040

地方創生に効果があった
地方創生
に効果的
であった

事業の継続

子育て中の親と、ボラ
ンティアとを行政サイ
ドがうまく顔つなぎし
ていており、高く評価
できる。福祉センター
にある遊具や広場もま
すます充実してきた。
町民からも高い評価を
受けているようなの
で、引き続き事業を推
進してほしい。

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

5,392 5,050

-5-



① ②

※カッコ内は、基本戦略名 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 指標値 単位 目標年月 令和４年度 事業評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

総合戦略事業の名称

担当部署

実績額（単位：千円）
No

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

実績値
令和４年度
事業効果

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）

実績値及び令和４年度事業効果

外部有識者からの評価

指標① 文化の継承　お飾り作り、昔遊び等 1回以上／年 - R8.3 １回／年

指標②
放課後子ども教室　わくわくスクール
「勝小教室」

1 回／週 R8.3 1

指標③
放課後子ども教室　わくわくスクール
「北小教室」

1 回／週 R8.3 1

指標④

指標⑤

指標① 金時健幸ポイント参加者（累計） 2,500 人 R8.3 2,307

指標② 金時健幸ポイント達成者（年間） 600 人 R8.3 325

指標③

指標④

指標⑤

指標① 公民館利用者数（年間） 30,000 人 R8.3 20,534

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 図書館利用者数（年間） 56,000 人 R8.3 41,139

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① スポーツ施設利用者数（年間） 50,000 人 R8.3 45,840

指標② スポーツイベントへの参加者数（年間） 1,500 人 R8.3 334

指標③

指標④

指標⑤

指標① 文化財普及事業等の開催数（年間） 3 - R8.3 2

指標②

指標③

指標④

指標⑤

引き続き、普及啓発のための
事業を実施していく。

地方創生
に効果的
であった

事業の継続

わくわくスクールの開催日の増
加については、施設の利用状況
やスタッフの人数等の関係で現
状では困難であるが、療育に特
化した「ふたば教室」を引き続き
開講し、活動の間口を広げる。令
和4年度は勝小・北小の両教室で
定員を超える申込みがあったた
め、定員の増加を検討しながら、
子どもたちの放課後の体験学習
の場として、引き続き事業を継続
していく。
なお、文化の継承、お飾りづくり、
昔遊び等については、新型コロナ
ウイルス感染症の状況を考慮し
ながら開催を検討する。

468 562 470 225

32
文化財の活用、普及啓発
（⑤ひとがいきいきと心豊かで快適に暮らせ
るまちをつくる）

教育振興部 - - - - 22 15

24,215 地方創生に効果があった
地方創生
に効果的
であった

事業の継続

コロナが落ち着き施設利用者
が,増加した。主なイベントも概
ね開催できたが、コロナ前の
参加者数からは減少している
ため、広報活動を引き続き実
施していく。

31
スポーツによる健康で元気なまちづくり
（⑤ひとがいきいきと心豊かで快適に暮らせ
るまちをつくる）

教育振興部 - - -

公民館機能を生かしたまちづくり
（⑤ひとがいきいきと心豊かで快適に暮らせ
るまちをつくる）

教育振興部

9,801
地方創生に相当程度効果
があった

地方創生
に効果的
であった

事業の継続

地方創生に効果があった
地方創生
に効果的
であった

事業の継続

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

27
学校と地域の協働事業
（④結婚・出産・子育ての希望をかなえ、教育
を充実する）

教育振興部

- 20,356

8,943

事業の継続

令和4年度もコロナ禍の影響
で、前年度に引き続き各部屋
の利用定員を設けたが、利用
者はコロナ前ほどではないが
増加した。今後は、アフターコ
ロナを見据え、各部屋の利用
定員の撤廃を検討し、生涯学
習の拠点として、町民をはじめ
多くの方が集う場を提供して
いく。

30
図書館を活用した心豊かなまちづくり
（⑤ひとがいきいきと心豊かで快適に暮らせ
るまちをつくる）

教育振興部

6,698 8,735
地方創生に相当程度効果
があった

地方創生
に効果的
であった

29

28
いきいき金太郎健康の郷づくり推進事業
（⑤ひとがいきいきと心豊かで快適に暮らせ
るまちをつくる）

健康福祉部
税務住民部

248 337 地方創生に効果があった
地方創生
に効果的
であった

事業の継続

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

令和4年度は、コロナ禍の影響
も脱却しつつある状況となっ
たため、利用状況の復調が顕
著であった。利用者、貸出冊
数、問い合わせなども回復し
てきている。イベント制限の緩
和により参加者も安全に楽し
んでいた。コロナ禍でも、住民
にとって図書館の必要性は機
会がある毎に感じているた
め、引き続き生涯学習の中心
としてのサービスを継続して
いく。

利用者については平成29年
度より年々増加しており、町民
の健康に関する意識効果は得
られていると感じている。令和
4年度は令和3年度と比較し、
達成者が大幅に増加し少しず
つコロナ前の水準に戻りつつ
ある。今後は集団健診や広報
などを通じ、利用者、参加者の
増加に努める。

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

2,096

着々と環境も整備さ
れ、その結果が町民か
らの高い評価につな
がっている。多様な行
事があり、子育て環境
も充実している印象
だ。引き続き事業を推
進してほしい。

2,445
地方創生に非常に効果的
であった
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① ②

※カッコ内は、基本戦略名 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 指標値 単位 目標年月 令和４年度 事業評価 外部有識者からの意見 今後の方針 今後の方針の理由

総合戦略事業の名称

担当部署

実績額（単位：千円）
No

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

実績値を踏まえた今後の事業展開

実績値
令和４年度
事業効果

指標

事業における重要業績評価指標（KPI）

実績値及び令和４年度事業効果

外部有識者からの評価

指標① 美術文学館入館者（年間） 12,000 人 R8.3 5,857

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 文化ホール入館者数（年間） 35,000 人 R8.3 17,527

指標②

指標③

指標④

指標⑤

指標① 行政手続きのオンライン化 33 件 R8.3 26

指標②

指標③

指標④

指標⑤

標準準拠システムとの連携
（R7以降）、手続の拡充などを
段階的に取り組んでいく

深化・高度化
して実施

地方創生
に効果的
であった

地方創生に効果があった4,197

教育振興部 7,444 6,310 7,178

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

コロナの影響を受けて
入館者数は減ってし
まったが、事業内容が
非常に充実している。
アンケート結果からも
高い評価が読み取れ
る。今後も工夫を凝ら
した事業を展開して
いってほしい。できれ
ば若い職員にも参加し
てもらい、より面白いイ
ベントを企画すること
も検討に値するのでは
ないか。
一方、町外から大勢の
人が訪れているもの、
町内の利用（参加）者が
少ない印象だ。いかに
町民にアピールできる
かが今後の課題とな
る。

幼少期から優れた舞台芸術に
触れることができる環境整備
を進める。普及啓発公演に加
え、子供向け公演や親子で鑑
賞できる公演、アウトリーチ事
業をさらに充実させていき、
町民が本物の文化芸術に触れ
ることができる機会を幼少期
から継続して提供する。

KPIを達成するこ
とはできなかった
が、工夫を行った上
で、事業を継続する
ことが望ましい

事業の継続

地方創生
に効果的
であった

地方創生に相当程度効果
があった

21,764

7,178 3,994 5,857 地方創生に効果があった
地方創生
に効果的
であった

33
美術文学館事業
（⑤ひとがいきいきと心豊かで快適に暮らせ
るまちをつくる）

35
情報化・技術革新への対応
（⑤ひとがいきいきと心豊かで快適に暮らせ
るまちをつくる）

総務部 - - - - -

15,753

事業の継続

空調の入替工事が遅延し、入
場者を期待していた夏期特別
展スタートが2週間程遅れた
のがかなり痛かった。コロナ以
前の入場者数を取り戻すため
にも、地域のニーズに合わせ
たより魅力的なイベントの実施
や、広報活動に力を入れてい
きたい。

34
文化ホール事業
（⑤ひとがいきいきと心豊かで快適に暮らせ
るまちをつくる）

教育振興部

-7-


